
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内会回覧 

交通安全情報北広島 №３ 

北広島市交通安全運動推進委員会 

令和 3 年９月 1 日発行 

 

★期間★ ９月２１日(火)～９月３０日(木) 

★運動の重点★ 

◆ 子供と高齢者を始めとする歩行者の安全の確保 

◆ 夕暮れ時と夜間の交通事故防止と歩行者等の保護など安全運転意識の向上 

◆ 自転車の安全確保と交通ルール遵守の徹底 

◆ 飲酒運転等の悪質・危険な運転の根絶 
 

【年間スローガン】ストップ・ザ・交通事故 ～めざせ 安全で安心な北海道～ 

9 月 30 日（木）は「交通事故死ゼロ」を目指す日です。 

ドライバーのみなさん 

歩行者を優先していますか？ 
令和２年８月、一般社団法人日本自動車連盟（ＪＡＦ）が実施した「信号機のない横断歩道

での一時停止状況全国調査」では、約８割の車が一時停止していないという結果でした。 

 「横断歩道は歩行者が優先」です。 

横断歩道に接近する場合には、横断歩道の直前で（停止線があるときは停止線で）停止
できる速度で進行！（横断しようとする歩行者がいないことが明らかな場合を除く） 

横断歩道を横断または横断しようとする歩行者がいるときは、横断歩道の直前で（停止線

があるときは停止線で）一時停止！歩行者の通行を妨げない！ 

 横断しようとする歩行者 

 横断している歩行者 

一時停止 

 停止できる速度で進行 

（北海道警察ホームページから） 

自分や自分の家族が歩行者だったらと思って、「思いやり」のある運転に心がけましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

例年、陽が短くなると、夕方（薄暮時）に交通事故が増加します。 

車、自転車に限らず、歩行者も、夏の時間帯と同じ行動をとるのですが、暗さに目が慣れないため

に、周囲の車や自転車、歩行者を見落としてしまうという状況が起きてしまうからです。 

なぜ、交通事故が起きてしまうのかについて考えてみたいと思います。 

その 1 つ目は、 

正しい交通ルールを知らない、または交通ルールは知っていても守られていない 

そして、２つ目は、 

   交通事故について、自分には関係ないこと、自分の周りでは起きないことと考えている 

ということです。 

１つ目の「交通ルール」に関しては、下に記載した内容はすべて違反になります。 

   歩行者編  ○近くに横断歩道があるのに使わないで渡る 

         ○歩行者用信号機の青色が点滅しているのに渡り始める 

         ○道路を斜めに渡る 

         ○押しボタン信号機のある横断歩道で赤信号なのに横断する 

   自転車編（自転車は、車の仲間） 

○一時停止場所で停止しないで交差点に入る 

○イヤホンで音楽を聴きながら乗る 

○傘をさしたまま自転車に乗る 

○道路の右側を走行する 

○交差点で、車と同じ方法で右折する 

    自動車編  ○後部座席の人がシートベルトをしない 

          ○左右の道路が見えないので、最初から停止線より前に出て止まる 

          ○信号待ちで止まっている時、携帯電話やスマホを操作する（見る） 

          ○横断歩道で渡ろうと立っている人がいるのに止まらずに通過する 

 ２つ目の「交通事故は、自分には関係ない、起きないことと考えている」と思われる例としては、 

    歩行者編  ○道路を渡る時、止まらずに左右を確認しないまま道路に出る 

          ○近づいてくる車の運転手は、私に気づいて止まってくれるはず 

          ○慣れた場所だし、普段は車が来ないところなので大丈夫 

          ○信号機、横断歩道がある交差点だから、必ず車は止まってくれる 

          ○夜光反射材や明るい服は、私には必要ないし似合わない 

          ○横断歩道まで行くと遠回りなので、ここで渡ってしまおう 

    自転車編  ○まだ明るいし、ライトをつけなくても見える 

          ○歩道でスピードを出しても、歩行者を避けられる 

          ○横断歩道は、乗って渡る方が早いし、歩行者や車とは衝突しない 

          ○停止せずに、左右も確認しないまま交差点に進入したり、道路に出る 

    自動車編  ○慣れた道路だから、少しくらいスピードを出しても捕まらない 

          ○チャイルドシートを使わなくても、赤ちゃんを抱っこしていればいい 

          ○普段は、人や車が来ないし、一時停止しなくても大丈夫 

          ○運転中、携帯・スマホの画面を確認したり、手に持ったまま通話する 

          ○酒を飲んでいたが、酒が足りなくなったので、運転して買いに行く 

          ○飲酒したけど、少し休んだので、もうアルコールは抜けた 

などが挙げられます。みなさんは、該当するものがありましたか？ 該当数の多い人は、要注意です。 

 交通事故に「絶対」はありません。小さなミスでも取り返しのつかない大きな代償を払うことにな

ります。 

交通ルールを守り、周囲の車や歩行者などに対して「やさしさ」を持った行動をとりましょう。 


